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【
0
1】
中
国
は、
そ
の
面
積が
日

本
の
約二
六
倍
も
あ
る
巨
大
な
国
で

す
が、
人
間
の
住
め
る
居
住空
間
は

意
外に
少
な
く、
し
か
も
農
地
が
大

部
分
を
占め
る
の
で、
都
市と
そ
の

周
辺に
は
人
口
が
駕
くべ
き
状態
で

密
集し
て
い
る
の
で
す。
で
は、
中

国
の
可
耕
地
面
積は、
日
本
全
体
の

面
積
の
何
倍
くら
い
で
しょ
う
か。

①一
二・
八
倍
②二
0・
五
倍

③三・
七
倍
④
一－
八
倍

⑤二
二・
五
倍

【
0
2】
中
国は
過
去一
O
年
余
り

改
革・
開
放
の
政
策で
高い
経
済
成

長
率を
示
し
ま
し
た
が、
一
人っ
子

政
策に
も
か
か
わ
ら
ず
人
口
も
増
大

し
て
い
るた
め
に、
一
人
当
た
りG

N
Pは
依
然
と
し
て
低い
水
準に
あ

りま
す。
現
在
の
中
国
の一
人
当
た

り
G
N
P
は
お
よ
そど
の
程
度で
し

ょ
う
か。

①二
O
O
O
米
ドル

＠三
五
O米
ドル

③二
八
O
O米
ド
ル

＠五
O
O
米
ドル

⑤一
五
O
O米
ドル

【
ロ
3】
台
湾
は
N
l
E
S
諸
国の

中
で
も
最
も
安
定
し
た
経
済
的
実
績

を
持っ
て
お
り、
一
人
当
た
りG
N

P
も
間
も
な
く
先
進
国レベ
ル
に
達

し
ま
す。
現
在
の
台
湾
の一
人
当た

りG
N
Pはど
の
程度で
しょ
う
か。

①三
五
O
O米
ドル

＠一
万二
O
O
O
米
ドル

③八
五
O
O米
ドル

＠六
三
O

O米ド
ル｜

【
0
4｝
中
国
も
沿
海
地
区
の
経
済

発
展は
進
ん
で
お
り、
と
くに
珠
江

デル
タ
地
帯で
は、
香
港
の
経
済
的

影
響
下に
高速
道
路
も
建
設
さ
れ
始

め
て
い
ま
す。
現
在、
高
速
道
路が

完
成
し
てい
る
の
は、
ど
の
区
間
で

しょ
う
か。

①香
港｜
広
州
間

＠
書
港l
深
捌｜
マ
カ
オ
間

③広
州l
仏
山
間

＠
深
川｜
広
州
間

⑤畜
港
l
深
捌｜
広
州｜
珠海
間
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【
0
5
中
国
で
は
周
知
の
よ
う
に

数
多くの
方一吉
宗5pb
れてい
ま
す。

プ’トョ’eめワ

し
か
し、
北
京
語
は「普
通
話」
も
し

くは「
北
京
宮
話」
と
し
て
普
及
し
て

お
り、
英
語
で
は
こ
れを
マ
ン
ダ
リ

ン（
豆ωコロω「一コ）
と
いっ
て
い
ま

す。
な
ぜ
そ
うい
う
の
で
しょ
う
か。

①マ
ン
ダ
リン
が
役
人
と
い
う
意

昧
だ
か
ら

＠中
国
の
代
表
的
な
産
物
と
し
て

マ
ン
ダ
リ
ン
み
か
ん
が
知
ら
れ

て
お
り、
そ
こ
か
ら
北
京
語
を

指
す
言
葉
に
なっ
た

③清
朝
の
官
更
が
用い
た
満
州
語

が
標
準
語
と
なっ
た
た
め

＠中
国
語
で一
般
に
普
及
し
てい

る
言
葉
を
マ
ン
タ
｜
リン
と
い

う
か
ら

⑤マ
ン
タ
｜レ
ン（
満大
人）
つ
ま

り「
満
州
王
朝（
清
朝）
の
役
人」

が
使っ
た
北
京
方
言
が
標
準
語

と
なっ
た
た
め

【
0
8】
広
東
語が
香
港
人
の
言
葉

東京外国語大学教授

中嶋
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で
あ
る
よ
う
に、
福
建
語
は
台
湾
人

（
本
省
人）
の
言
葉
で
も
あ
りま
す。

で
は、
台
湾
人
が一
般
に
使っ
て
い

る
言
葉
が
必
ず
し
も
適
用
し
ない
都

市は
次
のど
こ
で
しょ
う
か。

①慶
門

＠泉
州
③福
州

＠台
南
⑤
湾州

【
G
7】
天
安
門
事
件
以
後
の
中
国

で
は、
学
生
が
外国へ
留
学
す
るこ

と
を
厳し
く
規
制
し
てい
ま
す。
そ

の
最
大
の
理
由
は
な
ぜ
で
しょ
う。

①留
学
生
た
ち
が
留
学
し
た
ま
ま

帰
国し
ない
か
ら

＠留
学
生
た
ち
が
コノ
ル
ジヨ
ア

自
由
化」
の
風
潮を
も
た
ら
す

可
能
性
が
あ
る
か
ら

③留
学
生
た
ち
が
特
権
階
層
化
す

る
か
ら

ぬ曽
学
生
た
ち
に
高
級
幹
部
の
子

弟
が
多
す
ぎ
た
か
ら

⑤
外
貨
事
情
が
厳
し
い
か
ら

【
0
8】
中
国
の
民
主
化
運
動
で
は

「
宮倒」（

官僚ブ
ロ
ー
カ
ー）
現
象
が

激
し
く
批
判さ
れま
し
た。
「
官倒」

の
宮
は
役
人・
官
僚
の
意
昧
で
す

が、
倒
と
は
ど
ん
な
語
源
に
由
来
す

る
の
で
しょ
う
か。

①
ヲ
ラッ
ク・
マ
ー
ケッ
トの
意

昧＠「横流
し
す
る」
「こ
ろ
が
す」

と
い
う
北
京
語
の
俗
語

③「
倒
産
す
る」
と
い
う
北
京
語

④ブ
ロ
ーカ
ーと
い
う
意
昧

⑤汚
職
を
意
昧す
る
北
京
語

【
Q
S】
Aフ
日
の
中
国
で
は
農
村
人

口
の
都
市へ
の
流
入を
再
び
厳
格
に

規
制
し
てい
ま
す。
一
般
に、

農村

か
ら
都
市へ
出
て
き
て
戸
籍登
録
が

で
き
る
の
は、
次
の
ど
の
条
件の
人

で
しょ
う
か。

＠向
親が
老
齢
化
し
て
収入
の
少

な
い一
八
歳
以
下
の
者

＠一
八
歳
未満
の
少
年・
少
女

③都
市生
活
に
不
可
欠
な
有能
な

技
術
を
開
発
し
た
者

＠年収五
万
元
以
上
の
万元
戸
で

PROFILE 

国際関係諸・現代中国学。1936

年総本市笠れ。60年�京外諸

大中国科卒、 65年東大大学院

図際関係局：里程修了。社会学

問士（京大）、日1年t北京烈烈」

（術開問）でサンド介学芸也

事aw r中国の悲劇パ』商談役）

r歴史が求めているものは伺

か1CPHP研究所｝ほか多銭。

農村
の
近
代
佑
に
貢
献
し
た
者

＠将
来
も
子
供が
出
来ない
とい

う
医
師
の
証
明
書
の
あ
る三
五

歳
以
上
の
結
婚
歴
の
長い
子
供

の
ない
女
姓
で
当
局の
許
可
証

を
得た
者

【
o
m】
台
湾
の
李
登
輝
総
統は、

ス
テ
イツ
マ
ン
と
し
て
き
わ
め
て
評

価
が
高い
ば
か
り
か、
台
湾
の
農
業

改
善
を
推進
し
た
農
業
経
済学
者と

し
て
も
第一
級の
業
績を
持っ
て
お

り、
彼
が
若
き
臼
に
米
国コ
｜
ネル

大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
は
全
米

学
位
論
文
優秀
賞
に
輝い
た
も
の
で

す。
で
は、
そ
の
テ
ーマ
は
？

①台
湾
経
済
の
現
状
分
析

＠日
本
統
治
下
の
台
湾
経
済

③台
湾
の
農
業
水
利
事
業
の
歴
史

的
考
察

＠戦後
ア
メ
リカ
の
対
台
湾
経
済

援
助

⑤台
湾に
お
け
る
農・
工
業
部
門

聞
の
資
本
移
動
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日
本
の
オ
ビ
＝
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
叩
人
に

＠

週刊東洋経済は8月8日号で
創刊5000
号を迎えました。
5000
号とい
えば
わか
固に

現存する

週刊抵
の中で

債も古い
歴史
を跨
るもの。
と
同時

に柑界

でも十指に入
るものです。

＠そこで

創刊5000

号を飾るに
ふさ
わしい

特別議定して

『政治・
経涜・
華
美

岡国F
を

企画しま
した。

出題審は
わか

国を代表するオピニ
オン

リータl。

肉容も身近な仕事歯届から

厳解な

経済理踏まで、
ど

れも知的

好奇心をく
すぐ
るものばかり。
日頃のビジ
ネス

や学生時代

に
蓄えてきた
あなたの知

障を回す濡多にない
チャンスです。
＠では、
ベ
ン
本斥手にい

さ挑戦／


